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多収・長食味で穂発芽性難の早期水稲新品種‘ゆがふもち'の育成

小牧有三・大内田真・佐藤光徳・福井清美・矢頭治*1 ・桑原浩和*2 • 

重水剛ネ 3 ・四戴文夫 *4・森浩一郎 *3 ・長谷健

要約

‘ゆがふもち'は， 1995年に鹿児島県農業試験場(現鹿児島県農業開発総合センター)において，

早期栽培向けの早生，多収，良食味で耐穂発芽性，いもち病抵抗性を備えた嬬品種の脊成を目的に，

いもち病抵抗性が強く穂発芽性難の多収嬬系統‘奥羽嬬347号'を母本として，樹倒伏性，いもち

病抵抗性が強い頼系統の‘ふ系176号'を父本として人工交配を行い育成した.鹿児島県を含む

13県で奨励品種決定調査に供試され， 2008年 7月に沖縄県で奨励品種に採用された.

‘ゆがふもち'は暖地では「早生」に属し，‘峰の雪もち'と比べ耐穂発芽性，いもち病抵抗性，

収量性に優れる.餅やおこわの食味は‘峰の雪もち'並に良い.

奨励品種に採用した沖縄県では，対象品種の‘ウルマモチ'より穂発芽しにくく，千粒重が重く，

多収である.また，玄米外観品質が優れ，おこわの食味が良い.沖縄県では精米の用途としておこ

わの利用が多いことから，大粒で食味が良くおこわに向く品種として‘ウノレマモチ'に務えて普及

予定である.‘ゆがふもち'は穏いもち抵抗性が「中Jであり，過剰な施肥を避け，適期開除を行

つ.

キーワード :早期水稲，多収，穂発芽性，橋，ゆがふもち

緒
一士一間

鹿児島県農業開発総合センター(以下，農総センター)

では，農林水産省の指定試験事業として温暖地および暖

地の早期栽培向け水稲品種の育成を行っている.

鹿児烏県を含む西南暖地の早期栽培地帯で作付けされ

ている橋品穏‘峰の雪もち'は，短強稗・多収で良質・

良食味であるがj)耐穂発芽性，いもち病抵抗性が不十

分である.また，ふ先色が無いため梗品種との識別が国

難で，種子生産現場や種子流通上の問題がある.また，

沖縄県では嬬米のおこわとしての利用が多く，現在栽培

されている‘ウルマモチ'はおこわの食味がやや劣るた

め，食味の優れた品穫が求められている.

そこで，‘峰の雪もち'より耐穂発芽性，いもち病抵

抗性等を強化し，‘峰の雪もち'並の良食味で，ふ先色

を備えた多収嬬品種の育成を試みた.

育成経過

‘ゆがふもち'は， 1995年夏に鹿児島県農業試験場(以

(連絡先)闘芸作物部

* 1 独立行政法人農業・食品産業技街総合研究機構

中央農業総合研究センター

* 2 現和泊町役場 * 3 現北薩地域振興局

*4 現鹿児島地域振興局

下，農試)において早期栽培向けの平生・多収・良食味

で耐穂発芽性，いもち病抵抗性を備えた糠品種の育成を

目的に，いもち病抵抗性が強く穂発芽性難の多収嬬系統

‘奥羽嬬347号'を母本とし，耐倒伏性・いもち病抵抗

性が強い梗系統の‘ふ系176号' を父本として人工交配

を行って育成された品種である(図1).同年秋にガラ

ス室でF1世代を， 1996年春および秋には沖縄県農業試験

場名護支場(現沖縄県研究センター名護支所)のほ場で

F2集匝およびF3集団の世代促進栽培を行った. 1997年同

世代で個体選抜を行い，以後系統育種法により選抜画定

を行った(表 1). 2000年に‘か系嬬1073' の系統番号

を付して生産力検定試験に供試し， 2001年に系統適応性

検定試験，特性検定試験に供試した. 2002年内世代から

6西南嬬118号'の系統名で鹿児島県を含む13県に配付

し，地域適応伎を検討してきた結果， 2008年 7月に沖縄

県で奨励品種に採用され，間各三 8月に品種登録出願し，

10月に受理された.今後，農林水産省の認定品種に申請

する予定である.

特性の概要

1 形態的特性

‘ゆがふもち'の特性を表 2に示した.移植時の苗丈

は s峰の雪もち'と間程度の fやや短」で，葉色は「中J， 



[ 12J 鹿児島県農業開発総合センター研究報告(耕種部門)第 3号 2009 

葉身の立性は f中Jである.得の太さは‘峰の雪もち

g ウノレマモチ'より太く，稗の何日柔は‘峰の雪もち' と

同じ f中j である.ふ色は「黄白j，ふ先色は「褐j で，

せは短く，発生は「少Jで，脱粒性は「難」である.粒

着は‘峰の雪もち¥ 6ウノレマモチ'よりやや密の「密」

である.稗長は‘峰の雪もち'より 12c殴程度長く，‘ウ

ノレマモチ'並の f中」で，穂長は z峰の雪もち'と間程

度でウノレマモチ'よりやや短い「中J，穂数は‘峰

中部26号 一一「

稲系精108 一一J

(中部務37号)

大系227

こがねもち
(中新橋40号)

中部41号
(チヨニシキ)

アキヒカリ
(ふ系104号)

東北130号

中部橘57号 一一「
(ココノエモチ

ヒメノモチ 目町一J

(奥羽橘277号)コ-
「』
J

奥羽333号

越南121号
(アキホマレ)

アキヒカリ
(ふ系104号)

ふ系103号

j-ふ系

の雪もち'と間程度でウルマモチ'より少ない「や

や少Jである(表 3). 草型は‘峰の雪もち¥ ‘ウノレマ

モチ'と問じ「偏穂重型」である.

2 生態的特性

生産力検定試験の成績を表 3に示した.出穂期および

成熟期は‘峰の雪もち'より 3日程度遅く，暖地では「早

生」に属する嬬種である.酎倒伏性は‘峰の雪もち'よ

りやや劣る「やや強Jである.精玄米重は 4峰の雪もち'

奥羽滞347号

ゆがふもち
(西南橋118号)

ふ系176号

図l ‘ゆがふもち'の系譜図

表l 育成経過

年次 1995 1996 (沖縄名護)

世代 交配 F1 F2 F3 

試験名 F1養成 t出足 t佐{足
区分¥¥¥ I期 E期

栽植系統群数

栽植系統数 (22粒) (3) (400) (6000) 

選抜系統数

育成系統臨 鹿交 Fl-20 世促: 世促

95-20 15 15 

1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 

F4 F5 F6 F7 F8 F9 F10 F11 F12 F13 F14 

{閲体 初系 2年自 生検 生検 生検 生検 生検 生検 生検 生検

選抜 系統 予備

7 2 l 1 

(2700) 33 14 6 3 3 3 3 3 3 10 

(33) 7 2 l 1 

個15 国止リ狂159…1

狂159-2

I f)J15-31!H160-1!か系嬬川平野118号)

H160-2 -1 -1 I -1 I … -1 -1 -1 -1 

ームー DJ DJ --::Z -=.L DJ C:訂DJ-=.L
|初15-91H161-1 -3 -3 -3 1 -3 1 -3 -3 -3 1 -3 1 

-5 

IfJJ15-12!問一l -6 

日162-2 一7

-8 

IfJJ15-14! H163-1 -9 

H163-2 一10

! fJJ15-26!と 牛Lか 系 嬬 川

1H164-21 -1 

!fJJ15-31! H16日一3

H165-2 

初15--33

注)栽植系統数の括弧内の数字は，交配時は稔実籾数，その他は個体数を示す.
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表 2 特性調査成績

品種名

[ 13] 

ゆがふもち

蜂の雪もち

ウルマモチ

コシヒカリ

移植時

苗丈 葉色葉身形状

やや短中 中

やや短中 中

中中中

中中中

得 t tまたはふ色

締太剛柔 多 少 長 短 ふ 先 色

太中少短褐

やや太中 無一 白

中やや柔稀極短 黄褐

や や 絢 や や 柔 稀 短 黄白

粒者

密度

黄白密

黄白やや密

黄白ややま来

黄白中

表 3 生産力検定試験の成績

蹴
糊
一
難
難
難
難

李
白
川
リ

糊
伺
一
嬬
嬬
嬬
梗

品種名

得穂穂
試験出穏期成熟期長長 数
年次

(月.日) (月.日) (c皿) (cm) (本/rd)

倒伏精玄関左

程度米重比率千粒重

(kg/a) (%)見)

沢色沢光

抹一一質

ゆがふもち 2000 6.27 7.28 74 18.2 379 0.0 56.0 123 21. 9 3.5 

2001 6.26 7. 31 83 17. 3 365 O. 7 54. 1 104 21. 6 4.0 

2002 6.18 7.26 78 18.5 327 0.0 51. 4 109 21. 5 3.5 

2003 6. 22 7. 28 72 17.4 362 0.0 50.0 113 20. 7 4. 0 5.0 5. 0 

2004 6.25 7.27 66 16.6 305 0.0 46.9 112 22.7 4.5 4.0 5.0 

2005 6. 25 8. 4 70 18.4 430 0.0 59. 0 115 23. 7 4. 7 5. 0 5. 7 

2006 7. 4 8.10 84 19.1 374 1. 0 48.4 98 20.0 5.0 5.0 6.0 

2007 6.29 8. 6 75 17.1 411 2.0 51. 4 103 22.1 4.3 5.0 6.0 

平均 6.26 8. 1 75 17.8 369 0.5 52.2 109 22.0 4.0 4.7 5.2 

峰の雪もち 2000 6.24 7.28 64 17.0 408 0.0 45.6 100 21. 8 3.0 

2001 6.23 7.26 70 17.0 436 0.0 51. 9 100 21. 0 3.0 

2002 6.14 7.22 65 18.9 388 0.0 47.0 100 21. 2 3.5 

2003 6.19 7.24 58 16.9 386 0.0 44.4 100 21. 5 4.0 5.0 5.0 

2004 6. 20 7. 24 55 16. 9 333 O. 0 41. 9 100 22. 2 3. 8 5. 0 4. 7 

2005 6.23 7.28 5918.4452 0.0 51.3 100 23.2 3.0 6.0 4.0 

2006 7. 2 8. 4 71 19. 5 460 0.0 49.4 100 21. 3 3. 7 6.0 4.0 

2007 6. 27 8. 2 59 16. 1 439 0.0 49.9 100 21. 9 3. 0 6.0 4.0 

平均 6.23 7.28 6317.6413 0.0 47.7 100 21.8 3.4 5.3 4.6 

ウノレマモチ 2007 6. 29 8. 4 74 17. 9 508 1. 3 48. 0 96 20. 9 4. 0 5. 0 5. 0 

注 1) 2000~2005年:鹿児島市(I日農業試験場) ， 2006~2007年:南さつま市(農業関発総合センター)

2) ーは，データがないことを示す.

3)倒伏程度は，無 (0)~甚 (5) の6段措評価.

4) 同左比率はは‘峰の雪もち'に対する比率.

5) 玄米品質は，上上(l)~下下 (9) の9段階評価.玄米の光沢は小 (3)~大(7)，色沢は淡 (3) ~濃 (7) の5段
階評価.光沢，色沢の平均は， 2003~2007年度の平均値.

表 4 登熟歩合調査成緩 (2007年)

品種名

ゆがふもち

峰の雪もち

り

ー

た
数
的
一
日

当

籾

詰

2

2
医

3

登熟歩合 二次枝梗株当たり
(%) 籾数歩合 穏数

一夜ニ次全体 (%)本)

1穂当た

り籾数

i器よ
78.4 62. 8 30. 4 51. 1 

25，487 77.7 41.9 69.0 

ウルマモチ 26， 249 70. 3 49. 6 64. 1 

注)主主熟歩合は比重1.02で塩水選を行い鵠査した.

表 5 玄米の形状

年次 品種名 長さ(醐 鱈(問。

2006 ゆがふもち 5.15 2.86 

峰の雪もち 5. 07 2. 83 

2007 ゆがふもち 5.16 2.86 

峰の雰もち 5.11 2.85 

35.9 19. 8 

穂、長1cm

当たり籾数

議 i
5.0 

4.0 

3.4 

長さ×幅

14. 73 

14.35 

14. 76 

14. 56 

ウルマモチ 5. 15 2. 79 1. 92 1. 85 14. 37 

注)生産力検定試験収量調査の精玄米について20粒を調査した. 2006年は反復なし， 2007年は3反復.

表 6 玄米の粒厚分布

24.2 19. 3 60.0 

29. 6 21. 9 56. 6 

厚さ (mm) 長さ/幅

1.98 1.80 

1.95 1. 79 

2.02 1.80 

2. 10 1. 79 

年次 品種名

2006ゆがふもち

峰の雪もち

2007ゆがふもち

i舎の雪もち

重量(%)

2. 2mm以上 ~2. 1 

0.7 6.0 

5.3 12.8 

19. 7 40.8 

24.9 33.4 

~2. 0 

28.6 

49.4 

28.4 

29.9 

2.1mm以上 2.Omm以上1.9mm以上~1. 9 ~1. 8 

40.8 23.9 

22.9 9.5 

8.1 3.0 

8.7 3.1 

6. 7 

18.1 

60.5 

58.3 

16.4 ウノレマモチ 2. 4 14. 0 52. 1 26. 7 4.9 

注)玄米200gを5分間縦閏宮市振とう機iこによって分類し，重量比で表した.

35.3 

67. 5 

88. 9 

88.2 

68. 5 

76. 1 

90.4 

97.0 

96. 9 

95. 2 
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表 7 穂発芽検定

品種 名
2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年

指数判定 指数判定 指数判定 指数判定 指数判定 指数判定 指数判定 指数判定

ゆがふもち

峰の雪もち

ウノレマモチ

4. 0やや難 4. 0やや難 3.0 難 3.0 難 3.0 難 2.0 極難 2.0 極難 2.0 極難

4. 0やや難 4.0やや難 3.0 難 5. 0 中 5.0 中 2.0 極難 6.0やや易

4.0やや難

コシヒカリ 3.0 難 3. 0 難 2.0 極難 3.0 難 2. 0 極難 3.0 難 2.0 極難 2.0 緩難

注)発芽指数:2 (極難) ~8 (極易)の7段階.

に対し 8年間の平均で109%と高く，収量性は‘峰の雪

もち'より安定して高い.千粒震は‘峰の雪もち'設で
表 8 いもち真性抵抗性検定

(東北農業研究センター， 2001年)

ある.玄米は‘峰の雪もち'と比較して飴色が濃く，光 品種名 菌株名 稲86-137 TH68-126 TH68-140 推定

沢が少なく，外観品質は‘峰の雪もち'より劣る.
系統名レース番号 007.0 033. 1 035. 1 遺伝子型

ゆがふもち S S S + 
1穂当たり籾数および 2次校梗籾数歩合は‘峰の雪も 新2号 S S S + 

ち¥ ‘ウルマモチ'より多く，主主熟歩合は 1次枝梗， 愛知旭 S S 主 Pia 

2次校梗とも‘峰の もち¥ ‘クルマモチ'より劣る
藤坂5号 S 買 S Pii 

関東51号 R S S Pik 
(表 4).玄米の形状は i中Jで，粒大は‘峰の雪もち¥ 注)Rは抵抗性， SIま権病性反応.

表 9 葉いもちlま場抵抗性検定試験

品種名
推定選 2000年 2001年 2002年 2003年

伝子型 発病指数 判定 発病指数判定 発病指数判定 発病指数判定

ゆがふもち + 3.3 5会 3.0 5会 3.8 強 5.0 やや強

コシヒカリ + 4.3 ~~ 4. 8 やや弱 7.0 やや弱 6.5 やや弱

峰の雪もち Pia 3.5 5金 4. 3 やや強 7.8 やや弱 7.2 やや弱

トドロキワセ Pii 3.3 5虫 3.8 5愈 4. 7 5怠 4. 8 5金

藤坂5号 Pii 3.6 中 5. 7 中 7.1 中 5.9 中

イナパワセ Pii 3.9 ~~ 6. 8 ~~ 9.2 ~~ 8. 0 ~5] 

品種名
推定遼 2004年 2005年 2006年 2007年

伝子型 発病指数判定 発病指数判定 発病指数判定 発病指数判定

ゆがふもち 十 3.5 強 4.4 3愈 1.2 5会 2. 3 様強

コシヒカリ ÷ 5.0 中 6.0 中 2.6 中 4. 8 5]5] 

峰の雪もち Pia 5.9 5]5] 5.0 強 1.8 5会 4. 0 やや強

トドロキワセ Pii 3.6 5会 5.3 5虫 2.9 5愈 3. 3 5会

藤坂5号 Pii 4. 9 中 5.9 中 3.6 中 4. 1 中

イナパワセ Pii 6. 2 5]5] 6.5 号車 3.9 5]5] 4. 9 5]5] 

注)発病指数:0 (無) ~10 (完全枯死)の11段階(農水省の薬いもち調査基準による)

表10 葉いもちほ場抵抗性検定試験(愛知県農業総合試験場山間農業研究所)

品穣名 推定透 2001年 2004年 2006年 2007年

系統名 伝子型 発病指数判定 発病指数判定 発病指数判定 発病指数判定

ゆがふもち 十 2.3 5愈 7. 3 中 6.8 中 8.0 5]5] 

東北橋161号 + 3. 1 5怠 4. 0 極強~強 3. 5 強

中部32号 十 3. 0 極強 2.5 5愈 4.5 極強~強 3.0 5虫

ササミノリ 十 5.8 やや強 6.4 やや強 6.0 やや強 7.0 中

日本靖 + 7. 0 中 8.2 やや弱 8.2 やや弱

スノーパール + 6. 3 中 7.8 中 8.0 やや弱 7. 5 やや弱

臨奥光 + 8. 5 5号 8.5 やや弱 8.8 ~5] 7.5 やや弱

注)発病指数:0 (無) ~10 (完全枯死)の11段階(農水省の葉いもち調査基準による)

表11 薬いもちほ場抵抗性検定試験(福井県農業試験場)

品種名
推定遺 2001年 2006年 2007年

伝子型 発病指数判定 発病指数判定 発病指数判定

ゆがふもち + 3. 3 や 3.3 やや強 3.9 5会

日本晴 + 3. 4 中 4. 6 やや弱 4. 9 中

コシヒカリ + 4. 5 5]5] 5. 1 号ヨ 5.9 5]5] 

トドロキワセ Pii 2.9 5会 4. 1 5怠

藤坂5号 Pii 3.8 中 4. 9 中

イナパワセ Pii 5.1 5]5] 6.0 ~5] 

注)発病指数:0 (無) ~10 (完全枯死)の11段階(農水省の葉いもち調査慕準による) • 
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表12 穂いもちほ場抵抗性検定試験(愛知農業総合試験場山間農業研究所)

推定 2001年 2004年
品種名

遺 伝出穏期り病籾 出穏期り病籾
系統名 判定 判定

子型 (月.日)率(%) I 'JN.-月.日)率(%)

十 8. 8 3.6 やや強 8. 4 5.6 中

+ 8.140.6 極強

8.20 4.7 やや強 8. 22 7. 7 

コシヒカリ + 8.12 7.5 やや弱 8. 8 8.4 弱 8. 11 7.7 

中部32号 + 8. 8 1. 6 強 8. 10 O. 5 極強 8. 7 3.0 

農林1号 + 7.31 8.7 弱 7.29 7.3 やや弱 8. 4 7.4 

東北IL1号 + 8. 6 9.8 弱 8. 3 9.0 弱

注)Rは真性抵抗性のため，判定できなかったことを示す.

表13 穂いもちほ場抵抗性検定試験(熊本県農業研究センター高原農業研究所)

推定遺 2001年 2002年
品種名

伝子型 出穏期(月.日)指数判定 出穏期(月.日)指数判定

8. 18 4.2 中 8.17 4.4 中

ゆがふもち

中部22号

日本晴 十

ゆがふもち 十

農林22号 + 

日本晴 十

コシヒカリ + 

~像の雪もち Pia 

トドロキワセ Pii 

ウノレマモチ Pia， Piz 

一一
品種名

推定遺
伝子型

ゆがふもち 十

農林22号 + 

日本晴 ÷ 
コシヒカリ + 

峰の雪もち Pia 

8. 18 

8. 18 

8. 6 ~~ 

4.5 中

2005年

出稼期(月.S)指数判定

8. 17 5.1 ~~ 
8. 15 3.4 中

8. 14 1.7 強

8. 1 4.9 やや弱

年
一
籾

ω

郎
一
病
印
u

m一
り
率

期

日

穂

3出。
8. 9 5.8 

2.3 
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2007年

判定
出穏期 り病籾
(月.日)率(%) 判定

中 8.11 3.9 5怠

極強~強 8. 15 1.5 極強

やや弱

やや弱 8. 12 8.0 やや強

極強~強 8. 10 3.0 様強

やや弱 8. 8 9.0 ~~ 

~!iJ 8. 8 8. 8 !iJ!iJ 

2004年

出穏期(月.臼)指数判定

8. 10 4.2 中

8. 15 2.3 やや強

8. 13 4. 3 中

8. 1 7. 1 ~~ 

8. 13 3. 0 中

8.17 

8. 7 

8. 16 

2. 9 中

1.8 やや強

4.0 やや弱

8. 14 

8. 6 9. 3 

トドロキワセ Pii 8.10 1. 9 やや強

ウノレマモチ Pia，Piz 一 一 一 一一 8. 17 2. 1 やや強

注)発病指数:0 (擢病無し) ~10 (全穂穂いもち)の11段階(農水省の穂いもち鵠査基準による) . 

表14 耐冷性検定試験(長野県農事試験場原村試験地)

8. 15 

8. 16 

5.2 中

8. 1 極弱

品種名

8. 21 

8. 10 

4.0 やや弱

3.3 中

2007年

不稔
出穂、期

歩合 判定

(月.日) (お)

8.22 49.3 

49.8 

11. 4 

7.4 

7.5 

強~やや強 8.18 80.2 中~やや弱 8.22 49.3 やや弱~弱

峰の雪もち ー… 一一 一一 8. 18 

ひとめぼれ 8.10 9.9 強~やや強 8. 16 31. 4 強~やや強 ー … 8.22 

トドロキワセ 8. 8 6. 3 強 8. 15 19.5 極強~強 一 一 8.27 

コシヒカリ 8.12 7.4 極強 8.1819.2 極強 8.24 29.8 極強 8.28 

オオトジ 8. 7 8.8 強 8. 15 22.8 強 8.1955.4 強 8.2113.4 強

トヨニシキ 8. 7 23.6 やや弱 8. 17 53.6やや強~中 8.23 84.3 やや弱 8.25 17.6 強~やや強

‘ウノレマモチ'並の「中j で，粒厚は‘ウノレマモチ'よ 検定試験では ‘峰の雪もち'よりやや強い「やや強J

りやや厚く，‘峰の雪もち‘並である(表 5). 2006年 (表 9)，愛知県農業総合試験場山開農業研究所(以下，

度の‘ゆがふもち'の粒厚は‘峰の雪もち'と比較して 愛知山間研究所)および福井県農業試験場の結果では，

薄い粒の割合が高かった. 2007年度は‘峰の雪もち'と

ほぼ同様の分布で， ‘ウノレマモチ'より厚い粒の割合が

高かった. 2か年の結果から，‘ゆがふもち'の粒厚は

‘ウルマモチ'よりやや厚く，‘峰の雪もち'との比較

では間程度かやや薄かった(表 6). 

耐穂発芽性は s峰の雪もち¥‘ウルマモチ'より強

く，‘コシヒカリ'並の「難」である(表7).

いもち病真性抵抗性の遺伝子型は，表 8の結果から

r + Jと推定される.農総センターでの業いもち抵抗性

ζ 日本晴'よりやや強い「やや強」と判定され(表10，

11) ，これらの結果から‘ゆがふもち'の葉いもちほ場

抵抗性は fやや強j とした.穂いもちほ場抵抗性検定試

験の結果を表12，13に示した.愛知山間研究所の結果で

は‘日本晴'並の「中心熊本県農業研究センターの結

果では‘峰の雪もち'よりやや強く日本晴'並の「中j

と判定され，これらの結果から‘ゆがふもち'の穂いも

ちほ場抵抗性は f中」とした.

‘ゆがふもち'の醸害型耐冷性は‘トヨニシキ
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表15 揚精試験成績 (2007年)

供試玄米
品種名 調査項目

水分(見) 白度

揚精歩合(見)

ゆがふもち 14. 1 26.8 臨芽残存歩合(見)

自度

掲精時間(秒)

70 80 90 100 110 

92.8 88.8 

7.6 6.2 

40.1 47.8 

O. 4 

41. 2 

88.6 

O. 0 

54.0 

130 140 150 

峰の雪もち

揚精歩合(弘)

13.529.9 腔芽残存歩合(見)

自度

掲精歩合(話) 91.1 89.4 88.5 
ウノレマモチ 14.0 27.8 膝芽残存歩合(見) 38.6 17.0 3.0 

白度 44. 2 46. 7 49. 11 50. 91 -

試験方法:生産力検定試験の玄米100gを用い，試験用揚精機 KettTP-2型で掲精し，標準品と対比して適掲
精時間を判定した. ij杢芽残存率は500粒調査した.自度は KettC-300で測定した.

注)1:コは適掲精時間

表16 餅の食味

試験年月日 調査
品種名

総合評価 外観 香り 味 伸び こし

餅の種類 人員 (-5~+5) (一5~+5) (-5~+5) (一5~+5) (-3~+3) (-3~+3) 

2001年間 30日 14 ゆがふもち 一O.14 0.07 0.00 O. 14 一O.14 O. 14 

焼き餅 峰の雪もち 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

商南嬬50号 0.21 0.00 一O.14 O. 00 O. 14 …0.36 * 
2007年2月21日 14 ゆがふもち 一O.14 一0.50* 0.07 O. 00 一0.21 一O.14 

焼き餅 峰の雪もち 0.00 0.00 O. 00 0.00 0.00 0.00 

2007年2月21日 12 ゆがふもち 0.08 一0.67** O. 00 O. 08 0.42 一0.33

茄で餅 ~の雪もち 0.00 0.00 O. 00 0.00 0.00 0.00 

2008/1/11 12 ゆがふもち 0.67 * 一0.36 O. 56 0.70 * 1. 27 ** 0.60 

茄で餅 峰の零もち O. 00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

ウノレマモチ ー0.58 -0.10 0.00 -0.10 -1.00 0.33 
注)各項毘とも標準品穫を基準(0)とした。*、料はt検定の結果、基準品種との差がそれぞれ5%、

1弘水準で有意であることを示す。

表17 餅の硬化特性試験

品種名

2006年12月四日

50C貯蔵

口
μ
-

7
E典

明
一
賄

年
一
℃

ヴ

t
m
ハU

ハU
悶

1
i

ハU
-

-
一
蔵

司

i
J
Z
T

m
一u

m
m
H
D
 4ヘa b b/邑 分類 a b b/a 分類 a b b/a 分類

ゆがふもち 23. 8 5. 0 O. 21 24. 0 5. 9 O. 25 24. 0 4. 2 O. 18 

峰の雪もち 24.3 2.5 O. 10 24.8 3.8 O. 15 24.0 5. 0 O. 21 

ワノレマモチ一一一一 一一一一 24.3 3.5 0.14 

注)餅の硬化特性は50cmX5cmX 1. 5cmの大きさの餅を5
0

Cまたは10
0

Cで22時間保存し，
掛け，その曲がり具合を数値化した. b/aの値が小さいほど硬化速度が速い.
a:曲がった餅の先端内側の水平距離(cm). 
b:餅と棒が接する位置から，曲がった餅の下端までの垂直距離(cm). 
分類:新潟県食品総合研究所の基準により， b/aの値で判定. I (速い)~V (遅い) . 

a 

その長辺の中間在棒に釣り

表団 おこわの食味 (2007年12Jl21日実施)

掲精歩合調査総合評価 外観 香り うま味 粘り 硬さ
品種 名

(%) 人員 (-5~+5) 一5~+5) (-5~+5) (-5~+5) 一3~+3) (-3~+3) 

ゆがふもち 87.9 11 0.09 -0. 73 * 一O.36 -0. 09 O. 09 -0. 09 

峰の雪もち 88.7 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

ワルマモチ 86.5 -0.45 * ー0.82林 一0.18 -0.09 -0.27 0.27 

注)各項目とも 6峰の雪もち'を基準(0)とした.加水量は米の重量(水分13%換算)の0.93倍と
した. *，料はt検定の結果，基準品種との差が，それぞれ5礼服水準で有意であることを示す.

表19 掲精歩合の異なるおこわの食味 (2007年12月27日実施)

品種名
掲精歩合

自度
調査総合評価 外観 香り うま味 粘り 硬さ

(%) 人員 (-5~+5) (-5~+5) (-5~+5) (一5~+5) (-3~+3) (-3~+3) 

ゆがふもち 89. 0 50.8 12 一0.17 一1.08 ** O. 00 O. 17 O. 17 O. 17 

87.6 53.5 一0.17 -0.33 0.00 0.00 -0.08 0.17 

85. 9 55. 1 一0.17 一0.25 0.00 -0.17 0.00 O. 33 

84. 5 58. 7 0.00 一0.17 0.00 0.00 O. 17 O. 00 

~の雪もち 87. 9 57.6 0.00 0.00 0.00 0.00 O. 00 O. 00 

注)各項目とも‘峰の雪もち'を基準(0)とした.自度は KettC-300で測定した.加水量は米の重量(水
分13%換算)の0.93傍とした. **はt検定の結果，基準品種との差が，脱水準で有意で、あることを示す.
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表20 炊き込みご飯の素を加えたおこわ(嬬米)の食味 (2007年12月27日実施)

品種名
掲精歩合諦査総合評価 外観 香り うま味 粘り 硬さ

(%) 人員 (-5~+5) (-5~+5) (-5~+5) (-5~+5) (-3~+3) (-3~+3) 

ゆがふもち 87.6 12 0.17 0.08 0.00 0.00 0.25 0.00 

峰の雪もち 87.9 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 
注)各項目とも‘峰の雪もち'を基準(0)とした.カ日水量l玄米の重量のO.93倍とし，市販の炊き
込みご飯の素を加えた. t検定の結果，すべての項目で基準との有意差は認められなかった.

表21 炊き込みご飯の素を加えたおこわ(糠米+綬米)の食味 (2007年12月2713実施)

品種名
掲精歩合調査総合評価 外観 香り うま味 粘り 硬さ

(%) 人員 (一5~+5) (-5~+5) (一5~+5) (一5~+5) (一3~+3) (-3~+3) 

50%ゆがふもち
87.6 12 0.08 

+50%コシヒカリ

50%~摩の警もち
87.9 

+50%コシヒカリ
0.00 

0.08 0.00 0.00 O. 00 O. 00 

O. 00 0.00 0.00 0.00 0.00 

注 1)各項目とも‘峰の雪もち'を基準(0)とした.カ日水量は米の重量の1.35倍とし，市販の炊き
込みご飯の素を加えた. t検定の結果，すべての項自で基準との有意差は認められなかった.

注2)捲精歩合は‘ゆがふもち'の値.

の雪もち'並の f中」と判定された(表14).

自葉枯病抵抗性は十石\4峰の雪もち'並の r~~J 

で，紋枯病抵抗性は‘日本晴'並の「やや弱j であった

(データなし)• 

3 揚精並びに揚き餅およびおこわの食味

表15に檎精試験の結果を示したゆがふもち'の掲

精に要する時間は‘ウノレマモチ'より長く， ‘峰の雪も

ち'より短い.適掲精時間における掲精歩合は‘峰の雪

もち'より低くウルマモチ'と同程度である.腔芽

の脱落性は‘峰の雪もち¥‘ウルマモチ'と間程度で

ある.

摘さ餅の食味官能試験の成績を表16に示した.‘ゆが

ふもち'の掲き餅は，‘峰の雪もち'と比較して，焼き

餅，茄で餅とも外観がやや劣るが，食味の総合評価は陪

等であった.

‘ゆがふもち'の掲き餅の硬化性は‘峰の雪もち

K ウルマモチ'と間程度で，硬化速度が速い(表17)• 

おこわの食味官能試験の成績を表18に示した.‘ゆがふ

もち'のおこわは，外観が 4蜂の雪もち'よりやや劣り，

‘ウノレマモチ'と罰程度で，食味の総合評価は‘峰の雪

もち'と間謹度で‘ウルマモチ'より優れるゆがふ

もち'のおこわの外観が‘峰の雪もち'よる劣る傾向が

認められたため，‘ゆがふもち'の掲精歩合を変えて食

味官能試験を行い，その結果を表19に示した'[峰の雪

もち'より掲精歩合が高い場合は白米の自度が大幅に劣

り，おこわの外観も劣った.橋精歩合を低くするほどお

こわの外観が向上する傾向が認められた.また，本試験

の掲精歩合の範囲では，白米の白度と関係なく食味の総

合評価は ‘峰の雪もち'と間程度であった.

掲精歩合により‘ゆがふもち'のおこわの外観が蜂

の雪もち'より劣ることが認められるため，市販の炊き

込みごはんの素を加えて炊飯した場合の食味を検討し

た.嬬品種だけで炊いた試験結果を表20に，嬬品種と梗

品種の'コシヒカリ'を50%ずつ混ぜて炊いた結果を表

21に示した.炊き込みご飯の素を加えた場合，醤油等の

調味料により飯米の白さは判別できなくなるため，飯米

の外観は‘ゆがふもち'と‘峰の雪もち'で差が認めら

れなかった.食味の総合評価も同様であった.

沖縄県における奨励品種決定調査の成績

1 沖縄県農業研究センタ一石垣支所の成績

石塩支所における成績(表22) ではゆが ふもち'

の出穂期，成熟期はウノレマモチ'と比較して 1期作

で 1 日程度 2 期作で 3~5 日程度早い.稗長は 1 期

作ではやや長く 2期作では 5cm程度矩かった.穂長は

1期作 2期作とも短く，穂数は少ない.倒j伏は gウノレ

マモチ『よりやや小さく，耐{到伏性はやや強い.玄米収

量は，安定して多収である.‘ゆがふもち'ではいもち

病の発生がみられ，いもち病ほ場抵抗性は‘ウルマモチ'

より劣る. 1期作の玄米収量はウルマモチ'と比較

して，標肥で122% (2002~2007生手の平均) ，多肥で113

% (2003~2006年)となり，安定して多収であった. 2 

期作の標肥ではやや劣るが，多肥では多収となり場肥に

よる改善が期待できる.玄米千粒重は 1期作 2期作と

も‘ウルマモチ'より重く，玄米品質も‘ウノレマモチ'

より良好であった

石垣支所におけるおこわの食味官能試験の結果を表23

に示したゆがふもち'の粘りは‘ウルマモチ'と陪

等であり，外観が‘ワノレマモチ'よりやや罷れるため，

総合評価は‘ウルマモチ'よりやや鑑れる.

2 沖縄県農業研究センター名護支所の成績

名護支所における2002年の成績を表22に示したー 6ゆ



[ 18] 鹿児島県農業開発総合センター研究報告(耕種部門)第 3号 2009 

表22 沖縄県における奨励品種決定議査成績

被害程度 精玄同左 玄米
品種名 出穏期成熟期稗長穂長 穂数 業い穂い米重比率千粒重ロロ庇質

(月.S) (月.日) (cm) (cm) (本/rrr) 倒伏もちもち<Í~;h) (%) (g) 

l期作・擦肥 (2002"-'2007年の平均)

石 ゆがふもち 5. 15 6.17 71 17.6 306 0.2 O. 1 O. 6 46. 2 122 22.4 3.4 

ウノレマモチ 5. 16 6. 18 69 18. 2 380 O. 7 0.0 O. 0 38. 0 100 21. 2 4. 7 

1期作・多肥(2003，，-，2006年の平均)

活 ゆがふもち 5. 15 6.17 73 17.4 349 1.0 O. 1 O. 6 50.9 113 22. 5 2.9 

ウノレマモチ 5. 16 6. 18 71 18. 5 412 1.3 0.0 O. 0 45. 0 100 21. 7 4. 4 

2期作・標肥 (2002"-'2006主手の平均)

支 ゆがふもち 10. 2 11. 6 67 18.2 339 1.1 0.5 O. 4 35.4 96 21. 8 4. 1 
ウノレマモチ 10. 5 11. 9 72 20.8 361 1.5 0.0 O. 0 36. 9 100 20.6 4. 6 

2期作・多紀(2003"-'2006年の平均)

所 ゆがふもち 9.30 11. 4 66 18. 3 346 1.8 0.0 O. 0 35.0 107 21. 7 4. 0 

ウノレマモチ 10. 5 11. 9 73 21. 0 372 2.5 0.0 O. 0 33.4 100 20.0 4.8 

名 1類作・擦肥 (2002年)

ゆがふもち 5.25 6. 25 78 17.7 322 0.5 1.0 O. 5 55. 7 109 24. 2 5.0 
護 ウノレマモチ 5.24 6. 25 81 18.8 362 0.5 1.0 0.0 51. 1 100 22.4 5.0 

支 2期作・標肥 (2002年)

ゆがふもち 9.27 11. 4 65 15.8 342 1.0 0.0 0.0 27.5 88 21. 1 5.0 

所 ウノレマモチ 9.28 11. 5 71 19. 4 340 0.0 0.0 0.0 31. 2 100 21. 4 5.0 

注 1)2006年4月に沖縄県農業試験場八重山支場，名護支場から，それぞれ沖縄県農業研究センター
石垣支所，名護支所に名称変更.所在地は同じ

2)傍i伏程度，葉いもちおよび穂いもちの被害程度は，無 (0) "-'甚 (5)の6段階評価.

3) 間左比率は ζ ウノレマモチ'に対する比率.

4)玄米品質は，上上(1)"-'下下(9)の9段階評価.

表23 おこわの食味(沖縄県農業研究センタ一石垣支所)

試験 作期 調査総合評価外観 粘り
品種名

年次施肥 人員 (-5"-'+5) (-5"-'+5) (一3"-'+3)

2003 2期ゆがふもち 12 O. 20 O. 33 O. 00 

擦肥ウルマモチ 0.00 0.00 0.00 

2005 1期ゆがふもち 12 0.33 0.50 * -0.17 
標肥 ウノレマモチ 0.00 0.00 0.00 

2006 1期ゆがふもち 18 0.28 0.22 O. 22 

標肥 ウノレマモチ 0.00 0.00 0.00 

2006 2期ゆがふもち 18 O. 33 O. 33 O. 17 

擦肥 ウノレマモチ 0.00 0.00 0.00 

注)各項目とも gウノレマモチ'を基準(0)とした. カ日水
量は米の重量の0.8傍とした. *はt検定の結果，基準
品種との差が， 5潟水準で有意であることを示す.

がふもち'の 1期作の出穂期は‘ウノレマモチ'より 1日

程度遅く，成熟期は同じだった. 2期作では出穂期，成

熟期とも 1日程度早かった.得長は‘ウノレマモチ'と比

べ 1期作で 3cm程度 2期作で 6cm程度短かった.穂

長は短く，穂数は 1期作がやや少なく 2期作は間程度

であった.傍j伏は gワノレマモチ'と間程度かやや大きく，

葉いもちの発生は‘ワノレマモチ'と間程度，穂いもちは

やや多かった.玄米収量は 1期作では‘ウノレマモチ'

に対し109%の多収であったが 2期作では88%と少収

であった.玄米千粒重は 1期作では約 2g重く 2期作

では問穏度であった.玄米品質は 1期作 2期作とも同

程度であった.

3 沖縄県で奨励品種に採用した理由

沖縄県では，一般会用の粧品種以外に犠品穏や有色米

品穣等が2005年度で72ha栽埼され，そのうち沖縄県唯一

の嬬奨励品種 6ウノレマモチ'は36ha栽培されているが，

倒伏しやすく，品質，食味が不十分で、ある.

沖縄県では嬬米をおこわとして利用することが多い

が，‘ウルマモチ'は米粒が小さく，おこわの外観が劣

るため利用が少なく，そのため県外産嬬米が多く利用さ

れている.

‘ゆがふもち'は‘ワノレマモチ'と比較して，米粒が

大きく，飯米に光沢があるため外観が良く，食味も優れ

ることから，おこわの評価が高い.そのため‘ウノレマモ

チ'を‘ゆがふもち'に替えることにより，おこわへの

利用や梗米の食味を良くするための混米としての利用も

期待できることから沖縄県産嬬米の利用拡大が図られ

る.

また， ‘ゆがふもち'は‘ウノレマニモチ' と比較して，

I期作では安定して多収であり 2期作では年次変動が

大きいものの標肥では間程度，多肥では多収であり，玄

米品質も優れるーさらに耐穂発芽性が‘ウルマモチ'よ

り優れ「難」で，穂発芽しにくい.

以上の理由から，沖縄県では‘ゆがふもち'を奨励品穏

として採用したー

鹿児島県における奨励品謹決定謡査の成績

農試作物部での奨励品種決定調査において，‘ゆがふ
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表24 鹿児島県における奨励品種決定調査成績

出穏期成熟期稗長穂長 穏数 被害程度(0-5) 精玄米軍悶左比率乎粒震
品種名年次(月.日)(月.日) (cm) (cm) (本/rrO倒伏葉いもち穂、いもち (kg/a) (%) (g) 品質

農業試験場作物部 (2002年)

ゆがふもち 6. 22 7. 29 74 17.6 391 2. 5 0.0 O. 0 50.9 100 22. 1 6.0 

峰の雪もち
2002 

6. 18 7. 25 63 17.6 440 0.0 0.0 O. 5 50. 7 100 22. 3 5.0 

農業試験場熊毛支場標肥 (2002~2004年)
ゆがふもち 2002 6. 14 7.20 66 18.0 338 1.5 0.0 O. 0 52.4 109 23. 7 4. 0 

2003 6. 19 7. 23 72 16.2 343 O. 0 0.0 O. 0 50.2 121 23.8 3. 5 

2004 6.22 7. 24 70 17.1 352 O. 0 0.0 O. 0 44. 1 90 21. 6 4. 0 

平均 6. 18 7. 22 69 17.1 344 0.5 0.0 0.0 48.9 107 23. 0 3.8 

峰の雪もち 2002 6. 10 7. 14 56 16. 7 341 0.5 O. 0 0.0 48.0 100 23.5 3.0 

2003 6. 16 7.22 58 15.6 386 0.0 0.0 0.0 41. 5 100 23.4 3.0 

2004 6. 18 7.21 57 16.6 386 0.0 0.0 0.0 48.9 100 22.9 3.0 

平均 6. 15 7. 19 57 16. 3 371 O. 2 0.0 O. 0 46. 1 100 23.3 3.0 

農業試験場熊毛支場 多目白 (2002~2004年)
ゆがふもち 2002 6.15 7.21 73 17.5 366 2. 0 0.0 O. 0 57.6 111 23. 1 4. 0 

2003 6. 18 7.23 78 16. 5 357 0.0 0.0 0.0 51. 9 109 23. 4 3.4 

2004 6.22 7.24 74 17.4 388 O. 0 O. 0 0.0 49. 7 90 21. 9 4. 0 

平均 6. 18 7.23 75 17.1 370 O. 7 0.0 0.0 53. 1 103 22.8 3.8 

蜂の雪もち 2002 6.11 7. 16 60 16. 9 379 0.0 0.0 O. 0 51. 9 100 23.2 3.0 

2003 6. 16 7.22 62 15. 6 398 O. 0 0.0 O. 0 47.5 100 23. 1 3.0 

2004 6. 18 7.22 61 17.4 411 0.0 0.0 O. 0 55.0 100 22.8 3.0 

平均 6. 15 7.20 61 16. 6 396 0.0 O. 0 0.0 51. 5 100 23. 0 3.0 

注 1)倒伏程度，葉いもちおよび穂いもちの被害程度は，無 (0)~甚 (5) の6段階評価.

2)同友比率は，~舎の雪もち'に対する比率.

もち'は‘峰の雪もち'と比較して長稗で，倒伏がみら

れたため，‘蜂の雪もち'より栽培適性が劣るとして打

ち切りとなった(表24).

熊毛支場における調査において， 3年間の平均で‘ゆ

がふもち'は‘峰の雪もち'より多収であった(襟杷:

107%，多肥:103%) が， 2004年の試験で‘峰の零もち'

より登熟歩合が劣り，少収(標肥，多肥とも90%) とな

ったため打ち切られた(表24).

‘ゆがふもち'の鹿児島県での栽培においては峰

の雪もち'並以上の収量性は期待できるが，二次校梗が

多く登熟歩合が劣ることから，気象条件により粒厚が薄

くなり検査等級が低くなる可能性がある.また，‘峰の

雪もち'に比べ，蒋長が長く，耐{到伏性が不十分なため

台風等による倒伏が懸念され，奨励品穣としての普及は

難しい.

適地および栽培上のj主意

‘ゆがふもち'は沖縄県および温暖地，暖地の早期水

稲栽培地帯に適している.沖縄県では嬬米の用途として

おこわの利用が多いことから，大粒で食味が良くおこわ

に向く品種として奨励品種に採用し， 2011年度の普及面

積36haを見込んでいる.‘ゆがふもち'は穂いもち抵抗

性が「中jであり，過剰な施肥を避け，適期防除を行う.

3) 玄米品質は，上上(l)~下下 (9) の9段階評価.

命名の廊来

五穀豊穣の祈りを込め，沖縄地方の方言「ゆがふ(世

果報)Jにちなんで命名した.

今後の嬬品種育成の方向性

4ゆがふもち'は，穂発芽性難の多収・良食味系統で

あるが，‘峰の雪もち'と比較した場合の短所は①稗が

長く樹倒伏性が不十分であること，②外観品質がやや劣

り， t島き餅の外観も劣ることである.これらの特性は，

奨励品種決定調査に供試した他県の数試験地からも不利

な点として指摘があった.早期水稲栽培地帯で、の適応性

が高い品種を育成するには，これらの点を向上させる必

要がある.

そこで，耐倒伏性の強化を目的に‘どんとこい¥‘峰

の雪もち'等の短強蒋品種を交配親とした育成を進めて

いる.また，玄米の外観品質および餅質の向上について

は，鹿児島県在来の良質構品種‘溝下嬬'を母本とした

普通期水稲嬬品種 ιさつま白もち'を交配親として利用

した系統の育成に取り組んでいる.‘さつま白もち‘の

揚き餅はきめが細かく，伸びが良く，良食味であり，餅

が硬くなりにくいことが特徴である1)この特性を早期

栽培向け品種に取り入れることで，早期栽培用嬬品種の

餅質の向上が図られ，鹿児島県の早期栽培地帯の精米の

需要拡大にも寄与できると考える.
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図2 ゆがふもちの草姿

注)左から‘ゆがふもち ‘蜂の雪もち ‘ワノレマモチ'

図3 ゆがふもちの玄米(上)および籾(下)
注)左から zゆがふもち ‘峰の雪もち ‘ウノレマモチ'
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A New Rice Cultivar ‘Yugafumochi' with High Yield， Good Taste 

and Tolerance to Preharvest Sprouting 

Yuzo Komaki， Makoto Ohuchida， Mitsunori Sato， Kiyomi Fukui， Osamu Yato， Hirokazu Kuwahara， 

Takeshi Shigemizu， Fumio Shikura， Koichiro Mori and Takeshi Nagatani 

Sunnnary 

[21] 

'Yugafumochi' is a new waxy rice cultivar developed at Kagoshima Prefectural Institute for Agricultural Development. This cultivar 

was bred from the progeny of the crossing between 'Ouu幽 mochi347' and 'Fukei 176' in 1995， to develop a early-maturing waxy cultivar 

for early cropping in southwestem Japan with high yield， good taste， tolerance to preharvest sprouting and blast resistance. A selected 

promising line was named 'Seinan-mochi 118' in the F， generation， and submitted to local adaptability trials at 13 prefectures. 

'Seinan-mochi 118' was applied for the registration in the Ministry of Agriculture， Forestry and Fisheries as a new cultivar 

'Yugafumochi' in 2008. 

'Yugaおmochi'was released as an official cultivar in Okinawa prefecture in 2008. It is recommended to hold superiOl・ eatingquality of 

boiled waxy rice， high yielding ability and tolerance to preharvest sprouting. 'Yug昌乱lmochi'is expected to replace 'Urumamochi' in 

Okinawa prefecn江e.

‘Yugafumochi' belongs to a earぢ桶maturillggroup and is characterized by the superior eatillg quality of rice cake and ‘Okowa' as 

‘Mineno戸Jkimochi'. 'Yugafumochi' is superior to 'Minenoyukimochi' in yieldillg ability， tolerance to prehar・vestsprouting and field 

resistance to rice blast. 

Keywords : Early cropping， High yield， Tolerance to preharvest sprouting， Waxy rice， Yugafumochi 
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